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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、ホーゼル、フェ
ースプレート、レール、および単一の凹部を有するクラブ本体を備え、
　前記単一の凹部は、前記トウ端部から前記ヒール端部に向かって延びており、
　前記レールは、前記クラウンと前記ソールとの間の遷移領域を画定し、前記トウ端部近
傍における前記フェースプレートの端部から前記ヒール端部における前記ホーゼルへと前
記クラブヘッドの周囲で延びて、弧状の形状を形成しており、
　前記単一の凹部は、弧状であり、前記レールの一部に沿って延び、
　前記単一の凹部は、複数のウェイト取付け点を備え、
　各ウェイト取付け点は、第１の磁石を備え、
　前記単一の凹部が複数の前記第１の磁石を備え、
　前記ゴルフクラブヘッドは、１または複数の第２の磁石を備え、
　各第２の磁石は、１０から２０グラムの重量を有するウェイトを備え、各第１の磁石に
選択的に係合可能であり、
　第１の構成において、前記第１の磁石と前記第２の磁石が引き合い、
　第２の構成において、前記第１の磁石と前記第２の磁石は引き合わず、
　前記第２の磁石は、前記第１の構成と前記第２の構成の間で、前記第１の磁石に対して
回転するように構成され、
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　各第２の磁石は、前記ゴルフクラブヘッドの重みづけをシフトし、
　各第１の磁石と各第２の磁石は、１０から５０ポンド（４．５４から２２．６８キログ
ラム）の力の引張力を有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記第２の磁石は、前記第１の構成を達成するために第１の方向に、また前記第２の構
成を達成するために第２の方向に、前記第１の磁石に対して回転するように構成され、
　前記第１の方向は、前記第２の方向と反対である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項３】
　前記第２の磁石は、前記第１の構成を達成するために第１の方向に、また前記第２の構
成を達成するために第２の方向に、前記第１の磁石に対して回転するように構成され、
　前記第１の方向は、前記第２の方向と同じである、請求項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項４】
　前記第１の磁石および前記第２の磁石は、複数のマクセルを備え、
　各マクセルは、Ｎの磁場またはＳの磁場（North or South magnetic field）に分極化
され、
　前記複数のマクセルは、ユーザにより定義されたパターンに配置されて、カスタマイズ
された磁場を生成し、
　前記ユーザにより定義されたパターンは、前記複数のマクセルの前記Ｎの磁場またはＳ
の磁場（North or South magnetic field）のそれぞれにより定義されて、前記第１の磁
石と前記第２の磁石の係合を容易にする、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　各第２の磁石は第１のウェイトを含み、
　前記ゴルフクラブヘッドは、第３の磁石をさらに備え、
　前記第３の磁石は、第２のウェイトを含み、
　前記第２の磁石および前記第３の磁石は、別々に、前記第１の磁石のそれぞれに選択的
に係合するように構成され、
　前記第１のウェイトは第１の質量を有し、
　前記第２のウェイトは第２の質量を有し、
　前記第１の質量は、前記第２の質量とは異なる、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１７年５月３日に出願された米国特許仮出願第６２／５００，６２９号
、２０１６年１０月２８日に出願された米国特許仮出願第６２／４１４，５６６号、およ
び２０１６年６月１７日に出願された米国特許仮出願第６２／３５１，８０４号の利益を
主張し、それらの内容全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は、ゴルフクラブに関し、より詳細には、ゴルフクラブヘッドに対するウェイト
の選択的な取付けおよび取外しを容易にするゴルフクラブヘッド用の調整可能な磁気的重
み付けシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブは、例えば、ウッド、ハイブリッド、アイアン、ウェッジ、またはパター
などの様々な形態を取り、これらのクラブは、一般に、ヘッド形状および設計（例えば、
ウッドとアイアンの間の差など）、クラブヘッド材料、シャフト材料、クラブの長さ、お
よびクラブのロフトにおいて異なっている。
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【０００４】
　ゴルフクラブヘッドの重心、慣性モーメント、および重量の偏りは、ゴルフクラブヘッ
ドの質量配分の機能を有する。特にクラブヘッドの質量を、クラブヘッドのソール部分の
近くに、クラブヘッドの打撃面の近くに、および／またはクラブヘッドのトウ部分および
ヒール部分の近くに配分することは、クラブヘッドの重心、慣性モーメント、および／ま
たは重量の偏りを変えることができる。クラブヘッドの重心を変えることは、ゴルフボー
ルの打ち出し角、ゴルフボールのスピン量、および／またはゴルフボールの飛ぶ角度を変
えることができる。クラブヘッドの慣性モーメントを変えることは、ゴルフクラブの復元
許容性、ゴルフボールの飛ぶ方向、および／またはゴルフボールの飛ぶ角度を変えること
ができる。ゴルフボールの飛ぶ角度を増加させることは、ゴルフボールが移動する距離を
増加させることができる。クラブヘッドの重量の偏りを変えることは、ゴルフボールのボ
ールの飛び方（ｂａｌｌ　ｆｌｉｇｈｔ）、および／またはゴルフクラブヘッドのスイー
トスポットの位置を調整することができる。例えば、ゴルフクラブヘッドのトウ端部に向
けてより重量を与えると、フェード（またはスライス）バイアスを付与することになり、
ボールがフェード（またはスライス）軌道で移動する可能性を高める。同様に、ゴルフク
ラブヘッドのヒール端部に向けてより重量を与えると、ドロー（またはフック）バイアス
を付与することになり、ボールがドロー（またはフック）軌道で移動する可能性を高める
。
【０００５】
　ゴルフクラブのスウィングウェイトは、ゴルフクラブの重量配分に関係している。グリ
ップ端部に対するクラブヘッドの重量の増加は、スウィングウェイトの増加となる（また
クラブは、スウィング中に重く感じる）。反対に、グリップ端部に対するクラブヘッドの
重量の減少は、スウィングウェイトの減少となる（またクラブはスウィング中に軽く感じ
る）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ゴルフクラブは、様々な知られた設計を有するが、重量配分のカスタム化を向上させる
ために、ゴルフクラブヘッドに関する質量配分を調整できることが求められている。これ
は、競技者が、重心位置、慣性モーメント、重量の偏り、重量配分、およびスウィングウ
ェイトのうちの１つまたは複数のものをカスタム化して、ゴルフクラブの復元許容性、ス
ピン量、飛ぶ角度、飛ぶ軌道、スウィングウェイト、および／またはフィードバック（も
しくは「クラブの感触」）を調整できるようにする。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ゴルフクラブヘッドの実施形態の斜視図である。
【図２】フェースプレートを示す図１のクラブヘッドの第１の側面図である。
【図３】図１のクラブヘッドの上面（またはクラウン）図である。
【図４】調整可能な磁気的重み付けシステムの実施形態を示す後方からフェースプレート
の方向を見た図１のゴルフクラブのソールの斜視図である。
【図５】図４のソールの別の斜視図である。
【図６】磁石が引き合う第１の構成における第１の磁石および第２の磁石を示す、図１の
ゴルフクラブヘッドにウェイトを取り付けるための磁石組立体の斜視図である。
【図７】磁石が反発する第２の構成における第１の磁石および第２の磁石を示す、図６の
磁石組立体の斜視図である。
【図８Ａ－８Ｃ】調整可能な磁気的重み付けシステムの別の実施形態を示す図１のゴルフ
クラブのソールの斜視図である。
【図９】調整可能な磁気的重み付けシステムのさらに別の実施形態を示す図１のゴルフク
ラブのソールの斜視図である
【図１０Ａ－１０Ｃ】調整可能な磁気的重み付けシステムの別の実施形態を示す図１のゴ
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ルフクラブヘッドの斜視図である。
【図１１】調整可能な磁気的重み付けシステムの別の実施形態を示す、パターゴルフクラ
ブヘッドの斜視図である。
【図１２】取り外されたウェイトを示す、図１１のゴルフクラブヘッドの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書では、プログラム可能な磁石を備える調整可能な重み付けシステムを有するゴ
ルフクラブヘッドの実施形態が述べられる。多くの実施形態は、変化する質量の磁石また
はウェイトを用いて位置を変える、または置き換えて、クラブヘッドの重心および／また
は慣性モーメントを変えることのできる１つまたは複数の組のプログラム可能な磁石を含
む。したがって、ボールのスピンおよび／または軌道を変えるために、プログラム可能な
磁石を有する調整可能な重み付けシステムをゴルファーが使用できる。さらに、クラブフ
ィッティング（ｃｌｕｂ　ｆｉｔｔｉｎｇ）中に、プログラム可能な磁石を有する調整可
能な重み付けシステムを使用して、ボールのスピンおよび／または軌道を変えることがで
きる。
【０００９】
　一実施形態は、ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、
およびホーゼルを有するクラブ本体を有するゴルフクラブヘッドを含む。ゴルフクラブヘ
ッドはまた、クラブ本体に結合されるように構成される第１の磁石を含む。第２の磁石は
、第１の磁石に選択的に係合可能であり、第１の構成において第１の磁石と第２の磁石は
引き合い、第２の構成において第１の磁石と第２の磁石は引き合わない。第２の磁石は、
第１の構成と第２の構成の間で、第１磁石に対して回転するように構成されている。
【００１０】
　他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の
反対側のトウ端部、後端部、およびホーゼルを有するクラブ本体を含む。チャネルは、ソ
ールに形成される。プログラムされた磁石対は、第１の磁石および第２の磁石を含む。第
１の磁石は、チャネルに位置する。第２の磁石は、第１の磁石に動作可能に接続するよう
に構成される。第１の構成において第１の磁石と第２の磁石は引き合い、第２の構成にお
いて第１の磁石と第２の磁石は引き合わない。
【００１１】
　他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の
反対側のトウ端部、後端部、およびホーゼルを有するクラブ本体を含む。プログラムされ
た磁石対は、第１の磁石および第２の磁石を含む。第１の磁石は、クラブ本体に結合され
るように構成され、第２の磁石は、第１の磁石に選択的に結合するように構成される。
【００１２】
　また、他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ソールの反対側のクラウン、ヒール
端部の反対側のトウ端部、後端部、およびホーゼルを有するクラブ本体を含む。第１の磁
石は、クラブ本体に結合される。第２の磁石は、第１の磁石に動作可能に接続するように
構成され、第３の磁石は、第１の磁石に動作可能に接続するように構成される。第１の磁
石と第２の磁石は、第１のプログラムされた磁石対であり、第１の磁石と第３の磁石は、
第２のプログラムされた磁石対である。
【００１３】
　本明細書で述べられる場合、ゴルフクラブの「ロフト」または「ロフト角」という用語
は、任意の適切なロフトおよびライ装置によって測定されるクラブフェースとシャフトの
間に形成される角度を指す。
【００１４】
　ここでの記載および請求項における「第１」、「第２」、「第３」、「第４」などの用
語は、あれば、同様の要素の間の区別のために使用され、必ずしも特定の順次的または経
時的な順番を記載するためではない。そのように使用される用語は、本明細書に記載され
ている実施形態が、例えば、図示または本明細書で記載されているもの以外の順番で作用
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できるように、適切な状況の下で相互に置き換え可能であることは、理解されるものであ
る。さらに、「含む」、「有する」、およびそれらのあらゆる変化の用語は、非排他的に
含むことを網羅することが意図されており、そのため、要素の列記を備える工程、方法、
システム、物品、機器、または装置は、必ずしもそれらの要素に限定されず、明示的に列
記されていない他の要素、または、このような工程、方法、システム、物品、機器、もし
くは装置に固有の他の要素を含んでもよい。
【００１５】
　ここでの記載および請求項における「左」、「右」、「前」、「後」、「上」、「下」
、「～の上」、「～の下」などの用語は、あれば、説明のために使用され、必ずしも恒久
的な相対位置を記載するものではない。そのように使用される用語は、本明細書に記載さ
れている製造の装置、方法、および／または物品の実施形態が、例えば、図示または本明
細書で記載されているもの以外の配向で作用できるように、適切な状況の下で相互に置き
換え可能であることは、理解されるものである。
【００１６】
　「結合する（ｃｏｕｐｌｅ）」、「結合した（ｃｏｕｐｌｅｄ）」、「結合する（ｃｏ
ｕｐｌｅｓ）」、「結合する（ｃｏｕｐｌｉｎｇ）」、および同様のものなどの用語は、
広く解釈すべきであり、２つ以上の要素を機械的に、またはその他の形で接続することを
指す。結合すること（機械的に、またはその他の形であるかどうかにかかわらず）は、例
えば、恒久的に、または半恒久的に、あるいは一瞬だけなど、任意の長さの時間に対する
ものとすることができる。
【００１７】
　他の特徴および態様は、以下の詳細な説明および添付図面を検討することにより明らか
になろう。本開示のいずれかの実施形態が詳細に説明される前に、本開示は、その適用に
おいて、以下の記述に記載された、または図面で示された構成要素の細部もしくは構成お
よび配置に限定されないことを理解されたい。本開示は、他の実施形態をサポートするこ
とができ、また様々な方法で実施または実行することができる。特定の実施形態の記述は
、本開示の趣旨および範囲に含まれるすべての変更形態、均等な形態、および代替形態を
含めることに対して、本開示を限定するようには意図していないことを理解されたい。さ
らに本明細書で使用される表現法および専門用語は説明用のものであり、限定するものと
見なすべきではないことを理解されたい。
【００１８】
　論議および理解を容易にするために、また説明用に過ぎないが、以下の詳細な記述は、
フェアウェイウッド（図１～図３）、ドライバー（図４～図５、および図７～図９）、お
よびパター（図１０～図１１）として、ゴルフクラブヘッド１０を示している。フェアウ
ェイウッド、ドライバー、およびパターは、本明細書で開示される調整可能な磁気的重み
付けシステム１００、２００、３００、４００、５００の１つまたは複数の実施形態を例
示するために提供されることを理解されたい。開示されるシステム１００、２００、３０
０、４００、５００は、ウッド、ハイブリッド、アイアン、パター、または他のゴルフク
ラブを含む任意の望ましいゴルフクラブヘッド１０に対して使用することができ、１つま
たは複数のウェイトを、ゴルフクラブヘッド１０上に、調整可能に配置することができる
。例えば、クラブヘッド１０は、これだけに限らないが、ドライバー、フェアウェイウッ
ド、ハイブリッド、１番アイアン、２番アイアン、３番アイアン、４番アイアン、５番ア
イアン、６番アイアン、７番アイアン、８番アイアン、９番アイアン、ピッチングウェッ
ジ、ギャップウェッジ、ユーティリティウェッジ、サンドウェッジ、ロブウェッジ、およ
び／またはパターを含むことができる。さらにゴルフクラブヘッド１０は、約３度から約
６５度の範囲とすることのできるロフトを有することができる（３、３．５、４、４．５
、５、５．５、６、６．５、７、７．５、８、８．５、９、９．５、１０、１０．５、１
１、１１．５、１２、１２．５、１３、１３．５、１４、１４．５、１５、１５．５、１
６、１６．５、１７、１７．５、１８、１８．５、１９、１９．５、２０、２０．５、２
１、２１．５、２２、２２．５、２３、２３．５、２４、２４．５、２５、２５．５、２
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６、２６．５、２７、２７．５、２８、２８．５、２９、２９．５、３０、３０．５、３
１、３１．５、３２、３２．５、３３、３３．５、３４、３４．５、３５、３５．５、３
６、３６．５、３７、３７．５、３８、３８．５、３９、３９．５、４０、４０．５、４
１、４１．５、４２、４２．５、４３、４３．５、４４、４４．５、４５、４５．５、４
６、４６．５、４７、４７．５、４８、４８．５、４９、４９．５、５０、５０．５、５
１、５１．５、５２、５２．５、５３、５３．５、５４、５４．５、５５、５５．５、５
６、５６．５、５７、５７．５、５８、５８．５、５９、５９．５、６０、６０．５、６
１、６１．５、６２、６２．５、６３、６３．５、６４、６４．５、および／または６５
度を含むが、それに限定されない）。
【００１９】
　次に図を参照すると、図１～図３は、本明細書に開示された調整可能な磁気的重み付け
システム１００、２００、３００、４００、５００の１つまたは複数の実施形態を組み込
むゴルフクラブヘッド１０の実施形態を示す。ゴルフクラブヘッド１０は、ヒール端部２
２（またはヒール２２）の反対側にトウ端部１８（またはトウ１８）を有するクラブ本体
１４（または本体１４）を含む。本体１４はまた、ソール３０（または底部３０）の反対
側にクラウン２６（または上部２６）を含む。本体１４は、打撃面３８を画定するフェー
スプレート３４（または打撃プレート３４もしくはクラブフェース３４）を担持する。フ
ェースプレート３４は、後部４２（またはリア端部４２もしくはリア４２もしくは後側部
４２）の反対側に位置する（図１および図３で示される）。複数の溝部４６（図２で示さ
れる）が、フェースプレート３４上に位置することができる。ゴルフクラブヘッド１０は
また、ホーゼル５０の中心を通って延びるホーゼル軸５４（図２で示される）を有するホ
ーゼル５０を含む。ホーゼル５０は、グリップ（図示せず）を担持するゴルフクラブシャ
フト（図示せず）を受け入れるように構成される。
【００２０】
　図２～図３を次に参照すると、ゴルフクラブヘッド１０は、ｘ軸６２、ｙ軸６６、およ
びｚ軸７０を含む座標系の原点を画定する重心またはＣＧ５８を含む。ｘ軸６２（図３で
示される）は、トウ端部１８からヒール端部２２へとクラブヘッド１０の重心５８を通っ
て延びる。ｙ軸６６（図２で示される）は、クラウン２６からソール３０へとクラブヘッ
ド１０の重心５８を通って延びる。ｚ軸７０（図３で示される）は、フェースプレート３
４から後部４２へとクラブヘッド１０の重心５８を通って延びる。本明細書における革新
を説明するさらなるガイドとして、ｘ軸６２およびｚ軸７０は、図３におけるアナログ時
計上の数字と一致するように配置されている。ｚ軸７０は、１２時（フェースプレート３
４を通る「１２」）と、６時（後部４２を通る「６」）との間で延び、またｘ軸６２は、
３時（トウ端部１８を通る「３」）と、９時（ヒール端部２２を通る「９」）との間で延
びる。
【００２１】
　クラブヘッドの慣性モーメント、クラブヘッドの重心位置、およびクラブヘッドの重心
の調整可能性など、望ましい性能特性を達成することにおいて、様々なゴルフクラブヘッ
ドパラメータが重要である。高いクラブヘッド慣性モーメントは、中心のずれた打撃に対
するクラブヘッドの復元許容性を増加させることになる。低く後方に（すなわち、クラブ
ヘッドのソールおよびリア方向に）位置するクラブヘッドの重心は、慣性モーメントを増
加させ、バックスピンを低減し、かつインパクト時のゴルフボールの打ち出し角を増加す
るので有益である。クラブヘッドの重心の調整可能性は、エンドユーザによるクラブヘッ
ドの望ましい軌道調整を可能にする。これらのパラメータのそれぞれは、ゴルフクラブ設
計において、望ましいまたは最適な性能特性を達成するために重要である。しかし、多く
の現在の重心調整機構は、内部のかつ／またはかさばった重量構造、および／または最適
ではない重量構造配置のため、（１）クラブヘッドの慣性モーメントを低下させる、およ
び／または（２）クラブヘッドの重心を高く、またクラブヘッドの前方向にシフトするの
で、ゴルフクラブヘッドに関するこれらのパラメータのすべてを含めることは、設計的な
課題を提示する。
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【００２２】
　以下で述べるゴルフクラブヘッドの実施形態は、調整可能な重み付けシステムを含むが
、クラブヘッドの慣性モーメント、および低くかつ後退させたクラブヘッド重心配置を維
持する、またはその大幅な低減を阻止する。例えば、以下の多くの実施形態は、調整可能
な重み付けシステムを欠いているクラブヘッドと同様に、高いクラブヘッド慣性モーメン
ト、および低くかつ後退させたクラブヘッドの重心位置を維持するが、ボールの飛び方お
よび／または軌道のユーザ調整可能性を提供する低い輪郭の調整可能な重み付けシステム
、および／または最適に配置された調整可能な重み付けシステムを述べる。クラブヘッド
ＣＧ回りの高いクラブヘッド慣性モーメントを維持することは、中心のずれた打撃に対す
る復元許容性を高め、またホーゼル軸回りの高いクラブヘッド慣性モーメントを維持する
ことは、スウィング中の回転安定性を高めることになる。さらに、低くかつ後退させたク
ラブヘッド重心を維持することは、ヘッドＣＧ回りのクラブヘッド慣性モーメントを増加
させ、バックスピンを低減するので有益である。
【００２３】
　調整可能な重み付けシステム６６は、様々な状況下で、望ましい性能特性（例えば、復
元許容性、スピン、軌道など）を達成するために、クラブヘッド１０の重心５０、および
／または慣性モーメント、および／またはヒール／トウの偏りを修正するようにエンドユ
ーザにより調整可能である。これらの、または他の実施形態では、ヘッド重心をトウの方
向にシフトすることは、フェードを生成する、またはフックを修正することができる。反
対に、ヘッド重心をヒールの方向にシフトすることは、ドローを生成する、またはスライ
スを修正することができる。以下で述べる調整可能な磁気的重み付けシステムの実施形態
では、ヘッド重心を、ヒールとトウの間で０．１０と０．３０インチの間の距離だけ延び
る方向にシフトすることは、４．６から１３．９ヤードのショットの曲がりにおける変化
を生ずる。
【００２４】
　以下で述べる調整可能な磁気的重み付けシステムの実施形態（すなわち、図４～図５の
調整可能な磁気的重み付けシステム１００、図８Ａ～図８Ｃの調整可能な磁気的重み付け
システム２００、図９の調整可能な磁気的重み付けシステム３００、図１０Ａ～図１０Ｃ
の調整可能な磁気的重み付けシステム４００、図１１および図１２の調整可能な磁気的重
み付けシステム５００）は、１つまたは複数の組のプログラムされた磁石を含む。図６お
よび図７を参照すると、プログラムされた磁石の各組は、磁石組立体１２８を形成する第
１の磁石１２０および第２の磁石１２４を含む。いくつかの実施形態では、第２の磁石１
２４は、クラブヘッド１０の重み付けを変えるようにシフトする、または置き換えること
のできるウェイトとして働く。いくつかの実施形態では、磁石組立体は、ゴルフクラブヘ
ッド１０にウェイトを容易に取り付けられるようにし、ウェイトは、クラブヘッド１０の
重み付けを変えるためにシフトする、または置き換えることができる。
【００２５】
　プログラムされる磁石として、第１の磁石１２０および第２の磁石１２４は、相互に関
係する磁石対を画定する。さらに磁石１２０、１２４は、応ずるようにコード化された磁
石構造と相互作用するようにプログラムされ得る。より具体的には、磁石１２０、１２４
は、様々なサイズ、位置、方向、および／または飽和の複数の磁気要素（または「マクセ
ル（ｍａｘｅｌ）」と呼ばれる磁気ピクセル）を含む多極構造を用いてプログラムするこ
とができる。マクセルは、定義されたパターンに配置されて、極性および／または磁場強
度を変化させ、カスタム化された磁場を生成することができる。これは、従来の磁石によ
り形成される磁場と比較して、保持力を増加させ、かつせん断抵抗を増加させる（例えば
、従来の磁石よりも４倍もしくはそれ以上の保持力またはせん断抵抗）。プログラムされ
る例として、相互に関係する磁石は、Ｎｅｗ　Ｈｏｐｅ、ＡｌａｂａｍａのＣｏｒｒｅｌ
ａｔｅｄ　Ｍａｇｎｅｔｉｃｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，ＬＬＣにより販売されるＰＯＬＹＭ
ＡＧＮＥＴＳ（登録商標）を含む。
【００２６】
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　示された実施形態では、相互に関係する第１の磁石１２０と第２の磁石１２４は、第１
の構成（または方向付け）で引き合い、また第２の構成（または方向付け）で引き合わな
い（または反発する）ようにプログラムされる。図６は、第１の構成で、互いに対して方
向付けられた第１の磁石１２０および第２の磁石１２４を示している。この第１の構成で
は、第１の磁石１２０および／または第２の磁石１２４上に構成されたパターンは、引力
Ｆ１を形成する（または引き合う）ように構成される。第１の構成を達成するために、磁
石１２０、１２４の一方が、他方の磁石１２４、１２０に対して回転される。例えば、第
２の磁石１２４を、第１の磁石１２０に対して第１の方向Ｄ１（例えば、時計回りになど
）に回転させることができる。第２の磁石１２４が第１の構成に回転された後、磁石１２
０、１２４は引き合う（または共に「ロックされる」）。
【００２７】
　磁石１２０、１２４の一方を、他方の磁石１２４、１２０に対して第２の方向Ｄ２（例
えば、反時計回りなど）に回転させると、第２の構成を達成することができる。図７は、
第２の構成で、互いに対して方向付けられた第１の磁石１２０および第２の磁石１２４を
示す。この第２の構成では、第１の磁石１２０および／または第２の磁石１２４上に配置
されたパターンは、反発力Ｆ２を形成する（または反発する）ように構成される。第２の
構成は、第２の磁石１２４を、第１の磁石１２０に対して、第１の方向Ｄ１とは反対の第
２の方向Ｄ２に回転させることによって達成される（例えば、トルクレンチまたは他の適
切なデバイスを用いて）。第２の構成になった後、磁石１２０、１２４は反発し（または
「ロックが解除され」、取り外すことができる）。
【００２８】
　図６～図７は、それぞれ、ロックおよびアンロックされる挙動に関する機能を有する磁
石組立体１２８を示しているが、他の実施形態では、磁石組立体１２８（および関連する
磁石１２０および／または１２４）は、さらなるまたは代替的機能を有するようにプログ
ラムすることができる。例えば、一方または両方の磁石１２０、１２４は、取り付ける、
または反発するようにプログラムできるだけではなく、整列する、係止する、および／ま
たは近接システムを有するようにプログラムすることができる。例えば、磁石１２０、１
２４の近接システムは、設定された距離まで離れる（例えば、１０ミリメートル以下へと
離れるなど）ように、等しい強度を用いて引き合うようにプログラムすることができる。
離れた距離が超過すると（すなわち、磁石１２０、１２４が１０ミリメートルを超えて離
れるなど）、磁石１２０、１２４は、互いに反発するように移行する。
【００２９】
　磁石１２０、１２４は、任意の適切なサイズまたは形状のものとすることができる。例
えば、磁石１２０、１２４は、約０．２５インチから約２．００インチの直径を有するこ
とができ、またより具体的には、約０．２５インチから約１．５０インチの直径を有する
ことができ、さらに具体的には、約０．５０インチから約１．２５インチの直径を有する
ことができる。他の実施形態では、磁石１２０、１２４は、少なくとも１．００インチの
直径を有することができる。各磁石１２０、１２４は、同じ直径を有することができるが
、異なる直径にすることも可能であることを理解されたい。
【００３０】
　磁石１２０、１２４は、任意の適切な重量（または質量）を有することができる。例え
ば、第２の磁石１２４は、０．１０、０．２５、０．５、１．０、１．５、２．０、２．
５、３．０、３．５、４．０、４．５、５．０、５．５、６．０、６．５、７．０、７．
５、８．０、８．５、９．０、９．５、１０．０、１０．５、１１．０、１１．５、１２
．０、１２．５、１３．０、１３．５、１４．０、１４．５、１５．０、１５．５、１６
．０、１６．５、１７．０、１７．５、１８．０、１８．５、１９．０、１９．５、２０
．０、２０．５、２１．０、２１．５、２２．０、２２．５、２３．０、２３．５、２４
．０、２４．５、２５．０、２５．５、３０．０、３０．５、３１．０、３１．５、３２
．０、３２．５、３３．０、３３．５、３４．０、３４．５、３５．０、３５．５、３６
．０、３６．５、３７．０、３７．５、３８．０、３８．５、３９．０、３９．５、４０
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．０、４０．５、４１．０、４１．５、４２．０、４２．５、４３．０、４３．５、４４
．０、４４．５、４５．０、４５．５、４６．０、４６．５、４７．０、４７．５、４８
．０、４８．５、４９．０、４９．５、または５０．０グラムであることができる。加え
て、第２の磁石１２４の質量は、任意の適切な重量の増加（例えば、０．１０グラム、０
．２５グラム、０．５０グラム、０．７５グラム等）を提供することができる。他の実施
形態では、第２の磁石１２４は、複数の第２の磁石１２４の１つであることができる。複
数の第２の磁石１２４のそれぞれは、ゴルフクラブヘッド１０の重量配分をカスタム化す
るために異なる質量を有することができる。
【００３１】
　磁石１２０、１２４はまた、約０．０７５インチから約１．７５０インチ、より具体的
には、０．１００インチから０．１５０インチの厚みを有することができる。他の実施形
態では、磁石１２０、１２４は、少なくとも約０．１２５インチの厚みを有することがで
きる。
【００３２】
　磁石１２０、１２４のそれぞれは、約０．５０ｃｍ３から約１．３０ｃｍ３、より具体
的には、約０．７５ｃｍ３から約１．００ｃｍ３の容積を有することができる。他の実施
形態では、磁石１２０、１２４のそれぞれは、任意の適切な、または望ましい容積を有す
ることができる。
【００３３】
　磁石１２０、１２４は、約１０ポンド（１０ｌｂ）から５０ポンド（５０ｌｂ）、より
具体的には、約１５ポンド（１５ｌｂ）から３０ポンド（３０ｌｂ）の引張力を有するこ
とができる。他の実施形態では、磁石１２０、１２４は、約１５ｌｂ、１６ｌｂ、１７ｌ
ｂ、１８ｌｂ、１９ｌｂ、２０ｌｂ、２１ｌｂ、２２ｌｂ、２３ｌｂ、２４ｌｂ、２５ｌ
ｂ、２６ｌｂ、２７ｌｂ、２８ｌｂ、２９ｌｂ、または３０ｌｂ（約４５Ｎ（ニュートン
）から２２３Ｎ（ニュートン））の引張力を有することができる。示された実施形態では
、磁石１２０、１２４は、ＮｄＦｅＢ（ネオジウム）から作製される。磁石１２０、１２
４は、Ｎ３５からＮ５２のグレード、より具体的にはＮ４０からＮ５２のグレートを有す
ることができる。他の実施形態では、磁石１２０、１２４は、少なくともＮ４０のグレー
ドを有することができる。さらに他の実施形態では、磁石１２０、１２４は、Ｎ４０を超
えるグレードを有することができる。他の実施形態では、磁石１２０、１２４は、フェラ
イト鉄、タングステン、アルミニウム、鋼、クロム、ニッケル、バナジウム、ロームジウ
ム（ｌｏｍｅｄｉｕｍ）、希土類金属、セラミックス、または電磁石など、任意の適切な
磁性材料から作ることができる。
【００３４】
　非限定的な例として、各磁石１２０、１２４は、約７．３０ｇ／ｃｍ３から約７．８０
ｇ／ｃｍ３の密度を、より具体的には、少なくとも約７．５０ｇ／ｃｍ３の密度を有する
ＮｄＦｅＢ（ネオジウム）から作ることができる。約０．９０ｍ３の容積を有するこのよ
うな磁石１２０、１２４は、約６．５７グラムから約７．０５グラムの質量、より具体的
には、少なくとも約６．７５グラムの質量を生ずる。１つまたは複数の異なる材料から形
成された磁石１２０、１２４は、様々な密度を有する可能性のあることを理解されたい。
さらに、磁石１２０、１２４は、異なるサイズおよび／または容積を有することができ、
異なる質量が得られる。
【００３５】
　図６および図７に対して上記で述べた磁石、ならびにそれらの関連するパラメータおよ
び構成は、図４～図５の調整可能な磁気的重み付けシステム１００に、図８Ａ～図８Ｃの
調整可能な磁気的重み付けシステム２００に、図９の調整可能な磁気的重み付けシステム
３００に、図１０Ａ～図１０Ｃの調整可能な磁気的重み付けシステム４００に、図１１お
よび図１２の調整可能な磁気的重み付けシステム５００に適用することができる。
【００３６】
　図４～図５で示されるように、ゴルフクラブヘッド１０は、レール７４（またはスカー
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ト７４）を含むことができる。レール７４は、クラウン２６（図１～図３で示される）と
ソール３０の間の遷移領域を画定する。レール７４は、概して、トウ端部１８におけるフ
ェースプレート３４（図５で示す）の端部からヒール端部２２におけるホーゼル５０へと
ゴルフクラブヘッド１０の本体１４の周囲で延びる。他の実施形態では、レール７４は、
概して、トウ端部１８におけるフェースプレート３４の端部からヒール端部２２における
フェースプレート３４の端部へとゴルフクラブヘッド１０の本体１４の周囲で延びること
ができる。示された実施形態では、レール７４は、全体的に湾曲した（または弧状の）形
状をしている。しかし、他の実施形態では、レール７４は、任意の適切な形状（例えば、
斜めなど）を有することができる。
【００３７】
　図４～図５はまた、調整可能な磁気的重み付けシステム１００の実施形態を示す。シス
テム１００は、ゴルフクラブヘッド１０のソール３０上に位置する凹部１０４を含む。凹
部１０４は、トウ端部１８からヒール端部２２に向けて延びることのできる単一の凹部１
０４である。示された実施形態では、凹部１０４は、レール７４の一部に沿って延びる弧
状の凹部である。凹部１０４は、フェースプレート３４に対するよりもリア部４２の近く
でソール３０上に位置する。しかし、他の実施形態では、凹部１０４は、ソール３０およ
び／またはレール７４上の任意の適切な位置に位置することができ、かつ任意の適切な形
状（例えば、直線など）とすることができる。
【００３８】
　凹部１０４は、少なくとも１つのチャネル１０８を、好ましくは、複数のチャネル１０
８を含むことができる。示された凹部１０４は、第１のチャネル１０８ａ、第２のチャネ
ル１０２ｂ、および第３のチャネル１０８ｃを含む．他の実施形態では、凹部１０４は、
単一のチャネル１０８、２つのチャネル１０８、または４以上のチャネル１０８を含むこ
とができる。
【００３９】
　複数のウェイト取付け点１１２（またはウェイト取付け位置１１２）が、凹部１０４内
に配置されている。示された実施形態では、凹部１０４は、６個のウェイト取付け点１１
２を含む。他の実施形態では、凹部１０４は、任意の適切な数のウェイト取付け点１１２
（例えば、１、２、３、４、５、７、８以上など）を含むことができる。各チャネル１０
８ａ、１０８ｂ、１０８ｃは、少なくとも１つのウェイト取付け点１１２を含む。第１の
チャネル１０８ａは、第１のウェイト取付け点１１２ａ、および第２のウェイト取付け点
１１２ｂを含む。第２のチャネル１０８ｂは、第３のウェイト取付け点１１２ｃ、および
第４のウェイト取付け点１１２ｄを含む。第３のチャネル１０８ｃは、第５のウェイト取
付け点１１２ｅを含む。第６のウェイト取付け点１１２ｆは、凹部１０４に、より具体的
には、第１、第２、および第３のチャネル１０８ａ、ｂ、ｃを接続する交差部１１６に配
置される。一般に、各チャネル１０８は、少なくとも１つのウェイト取付け点１１２を含
む。他の実施形態では、１つまたは複数のウェイト取付け点１１２は、ゴルフクラブヘッ
ド１０上の任意の適切な位置に配置することができる（例えば、ソール３０、クラウン２
６、レール７４、トウ１８、凹部１０４の外側など）。
【００４０】
　各ウェイト取付け点１１２は、第１の磁石１２０（図６で示される）を含むことができ
る。図４～図５で示される実施形態では、各ウェイト取付け点１１２は、ゴルフクラブヘ
ッド１０のソール３０に結合される（またはそれに付加される、または取り付けられる、
または共に形成される）第１の磁石１２０である。言い換えると、各ウェイト取付け点１
１２は、第１の磁石１２０を画定する。他の実施形態では、各ウェイト取付け点１１２は
、第１の磁石１２０を受け入れる、収容する、またはその他の形で組み込むことができる
（例えば、各ウェイト取付け点１１２は、第１の磁石１２０を受け入れる受容器を含むこ
とができるなど）。第１の磁石１２０は、第２の磁石１２４に選択的に取り付けられるよ
うに構成される。
【００４１】
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　磁石１２０、１２４は、任意の適切な重量（または質量）、密度、および／または容積
を有することができる。例えば、第２の磁石１２４は、示された実施形態では取外し可能
な磁石であり、重量（または質量）を有する複数の第２の磁石１２４の１つであることが
できる。第２の磁石１２４の質量は、０．１０、０．２５、０．５、１．０、１．５、２
．０、２．５、３．０、３．５、４．０、４．５、５．０、５．５、６．０、６．５、７
．０、７．５、８．０、８．５、９．０、９．５、１０．０、１０．５、１１．０、１１
．５、１２．０、１２．５、１３．０、１３．５、１４．０、１４．５、１５．０、１５
．５、１６．０、１６．５、１７．０、１７．５、１８．０、１８．５、１９．０、１９
．５、２０．０、２０．５、２１．０、２１．５、２２．０、２２．５、２３．０、２３
．５、２４．０、２４．５、２５．０、２５．５、３０．０、３０．５、３１．０、３１
．５、３２．０、３２．５、３３．０、３３．５、３４．０、３４．５、３５．０、３５
．５、３６．０、３６．５、３７．０、３７．５、３８．０、３８．５、３９．０、３９
．５、４０．０、４０．５、４１．０、４１．５、４２．０、４２．５、４３．０、４３
．５、４４．０、４４．５、４５．０、４５．５、４６．０、４６．５、４７．０、４７
．５、４８．０、４８．５、４９．０、４９．５、または５０．０グラムであることがで
きる。加えて、第２の磁石１２４の質量は、任意の適切な質量の増加（例えば、０．１０
グラム、０．２５グラム、０．５０グラム、０．７５グラム等）を提供することができる
。複数の第２の磁石１２４は、ゴルフクラブヘッド１０の重量配分をカスタム化するため
に、同じ質量、または異なる質量を有することができる。１つまたは複数の第２の磁石１
２４は、ウェイト取付け点１１２の１つまたは複数のものと係合するように（または動作
可能に結合されるように、動作可能に接続されるように、選択的に係合するように、選択
的に結合されるように、もしくはその他の形で結合されるように）構成される。言い換え
ると、少なくとも１つの第２の磁石１２４が、ウェイト取付け点１１２の１つに配置され
得る。さらに複数の第２の磁石１２４を、対応する複数のウェイト取付け点１１２上に配
置することができる。様々な質量を有する複数の第２の磁石１２４は、対応する複数のウ
ェイト取付け点１１２上に配置されて、ゴルフクラブヘッド１０の重量配分、スウィング
ウェイト、および／または重心５８を調整し、かつ／またはカスタム化することができる
。実施形態の他の例では、第２の磁石１２４は、別個の質量（またはウェイト）に結合す
ることができる。
【００４２】
　図８Ａ～図８Ｃを次に参照すると、調整可能な磁気的重み付けシステム２００の別の実
施形態が示されている。調整可能な磁気的重み付けシステム２００は、調整可能な磁気的
重み付けシステム１００と同様の構成要素を有しており、同様の名称および／または同様
の数字は、同様の構成要素を識別する。調整可能な磁気的重み付けシステム２００は、凹
部として示されている単一のウェイト取付け点２０４を含む。ウェイト取付け点２０４は
、ゴルフクラブヘッド１０上の任意の位置に配置することができる。図示のように、ウェ
イト取付け点２０４は、打撃プレート３４よりもリア部４２の近くでソール３０上に位置
する。他の実施形態では、ウェイト取付け点２０４は、クラウン２６上に、ソール３０の
別の部分に、またはゴルフクラブヘッド１０の本体１４の任意の他の場所に配置すること
ができる。
【００４３】
　図８Ａおよび図８Ｂを参照すると、ウェイト取付け点２０４は、第１の磁石１２０に結
合される（またはそれを含むもしくは受け入れる）。より具体的には、第１の磁石１２０
は、ウェイト取付け点２０４により受け入れられる。第１の磁石１２０は、接着剤により
、ウェイト取付け点２０４の内側に（またはゴルフクラブヘッド１０の本体１４の一部に
）結合される。他の実施形態では、第１の磁石１２０は、任意の適切な恒久的（または半
恒久的）な取付け（例えば、エポキシ、グルー、ねじ、リベットなど）、またはそれらの
組合せにより、ウェイト取付け点２０４に結合され得る。第１の磁石１２０は、概して、
ウェイト取付け点２０４の形状に一致する形状を有する。図８Ａおよび図８Ｂで示された
第１の磁石１２０は、ウェイト取付け点２０４の円筒形状内に受け入れられるように構成
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された円形状を有するが、他の実施形態では、第１の磁石１２０は、任意の適切な形状（
例えば、三角形。正方形、楕円形、多角形など）とすることができる。
【００４４】
　示された実施形態では、ウェイト取付け点２０４は、関連する磁石１２０、１２４より
もわずかに大きい直径を有する。より具体的には、各取付け点２０４は、磁石１２０、１
２４の直径よりも約０．０５インチ大きい。他の実施形態では、各取付け点２０４は、各
関連する磁石１２０、１２４の直径（または寸法）と同じである直径（または寸法）を有
することができる。さらに他の実施形態では、取付け点２０４は、各関連する磁石１２０
、１２４の直径（または寸法）よりも大きい直径（または寸法）を有することができる。
より具体的には、取付け点２０４は、各関連する磁石１２０、１２４よりも、約０．０１
インチから約０．１０インチ大きい、より具体的には、各関連する磁石１２０、１２４よ
りも、約０．０２５インチから約０．０７５インチ大きい、またより具体的には、各関連
する磁石１２０、１２４よりも少なくとも０．０５インチ大きい直径（または寸法）を有
することができる。さらにウェイト取付け点２０４は、各関連する磁石１２０の挿入しや
すさを向上させるために、テーパまたは傾斜または抜き勾配を有することができる。例え
ば、示された実施形態では、ウェイト取付け点２０４は、１．００°の抜き勾配を含む。
他の実施形態では、ウェイト取付け点２０４は、約０．２５°の抜き勾配から約２．００
°の抜き勾配を、より具体的には、０．５０°の抜き勾配から約１．７５°の抜き勾配を
、またより具体的には、０．７５°の抜き勾配から約１．５０°の抜き勾配を、さらによ
り具体的には少なくとも１．００°の抜き勾配を含むことができる。他の実施形態では、
ウェイト取付け点２０４は、抜き勾配を含まない（または０°の抜き勾配を含む）ことも
あり得る。
【００４５】
　第２の磁石１２４は、第１の構成に方向付けられたとき、第１の磁石１２０に係合し（
または結合される、もしくは動作可能に結合される、もしくは選択的に係合する）、また
第２の構成に方向付けられたとき、第１の磁石１２０との係合が解除される（またはそこ
から取外し可能である）。第２の構成にあるとき、第２の磁石１２４をウェイト取付け点
２０４から取り外すことができる。異なる第２の磁石１２４ａ（図示せず）を、次いで、
ウェイト取付け点２０４で第１の磁石１２０に取り付けることができる。第２の磁石１２
４、１２４ａは、関連する質量以外は、実質的に同じである。より具体的には、第２の磁
石１２４は、第１の質量（または重量）を有することができ、一方、第２の磁石１２４ａ
は、第２の異なる質量（または重量）を有することができる。非限定的な例として、第２
の磁石１２４は１０グラムとすることができ、一方、第２の磁石１２４ａは２０グラムと
することができる。異なる質量（または重量）の異なる第２の磁石１２４、１２４ａを取
り付けることは、ゴルフクラブヘッド１０の重心５８（図２～図３で示される）の変更を
容易に行うことができる。第２の磁石１２４、１２４ａは、任意の適切な、または望まし
い質量（または重量）にできることを理解されたい。さらに第２の磁石１２４、１２４ａ
は、異なる質量（または重量）である（例えば、第２の磁石１２４ａは、第２の磁石１２
４よりも大きい質量もしくは重量を有することができる、第２の磁石１２４ａは、第２の
磁石１２４未満の質量もしくは重量を有することができるなど）。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、第２の磁石１２４はまた、ユーザに対して露出されたねじ頭
を含むことができる。ねじ頭は、トルクレンチを受け入れるように構成されて、ウェイト
取付け点２０４内で、第２の磁石１２４と第１の磁石１４０の係合（および係合解除）を
容易にする。ねじ頭は、星型のねじ頭として示されているが、他の実施形態では、ウェイ
ト取付け点２０４内で、第２の磁石１２４と第１の磁石１２０との係合または係合の解除
を容易にするために、トルクレンチまたは他のデバイスを受け入れるのに適した任意の適
切な頭部とすることができる。例えば、他の実施形態では、第２の磁石１２４は、ウェイ
ト取付け点２０４内で、第２の磁石１２４と第１の磁石１２０との係合または係合の解除
を容易にするために、工具上のねじ頭内に受け入れることのできる突き出た幾何形状を備
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えることができる。
【００４７】
　第２の磁石１２４は、第１の磁石１２０に対して、第１の構成になるように方向付ける
（または向きを変える）ことができ、第２の磁石１２４が第１の磁石１２０に取り付けら
れる（または第１の磁石１２０および第２の磁石１２４は、互いに磁気的に係合する）。
第２の磁石１２４をウェイト取付け点２０４から取り除く（または外す）ために、ユーザ
は、第２の磁石１２４を回転させて、第２の構成になるように、第１の磁石１２０に対し
て第２の磁石１２４を方向付けることができる。第２の構成では、ウェイト２０８は、ウ
ェイト取付け点２０４から自由に取り外される。トルクレンチ（または他の適切なデバイ
ス）を用いて、第２の磁石１２４の回転を行うことができる。
【００４８】
　図８Ｃは、ウェイト２０８をさらに含む調整可能な磁気的重み付けシステム２００の別
の例を示す。ウェイト取付け点２０４は、プログラムされた、相互に関係する磁石１２０
、１２４により、対応するウェイト２０８を受け入れる。より具体的には、第２の磁石１
２４は、接着剤によりウェイト２０８に結合される。他の実施形態では、第２の磁石１２
４は、任意の適切な恒久的（または半恒久的）な取付け（例えば、エポキシ、グルー、ね
じ、リベットなど）、またはそれらの組合せにより、ウェイト２０８に結合され得る。ウ
ェイト２０８はまた、ユーザに対して露出されたねじ頭を含むことができる。ねじ頭は、
トルクレンチを受け入れるように構成されて、ウェイト取付け点２０４とのウェイト２０
８の係合（および係合の解除）を容易にする。ねじ頭は、星型のねじ頭として示されてい
るが、他の実施形態では、ウェイト取付け点２０４とウェイト２０８との係合または係合
解除を容易にするために、トルクレンチまたは他のデバイスを受け入れるのに適した任意
の適切な頭部とすることができる。例えば、他の実施形態では、ウェイト２０８は、ウェ
イト取付け点２０４とウェイト２０８との係合または係合の解除を容易にするために、工
具上のねじ頭内に受け入れることのできる突き出た幾何形状を備えることができる。
【００４９】
　ウェイト２０８をウェイト取付け点２０４に取り付けるために、ユーザは、ウェイト２
０８をウェイト取付け点２０４内に配置することができる。第２の磁石１２４は、第１の
磁石１２０に対して第１の構成へと方向付けられ（または向きを変え）、第２の磁石１２
４が第１の磁石１２０に取り付けられるようにする（または第１の磁石１２０および第２
の磁石１２４が互いに磁気的に係合する）。ウェイト２０８をウェイト取付け点２０４か
ら取り除く（外す）ために、ユーザは、ウェイト２０８（および関連する第２の磁石１２
４）を回転させて、第１の磁石１２０に対して、第２の磁石１２４を第２の構成へと方向
付けることができる。第２の構成においては、ウェイト２０８は、ウェイト取付け点２０
４から自由に取り外される。トルクレンチ（または他の適切なデバイス）を用いて、ウェ
イト２０８（および関連する第２の磁石１２４）の回転を行うことができる。
【００５０】
　図９は、調整可能な磁気的重み付けシステム３００の別の実施形態を示す。調整可能な
磁気的重み付けシステム３００は、調整可能な磁気的重み付けシステム１００、２００と
同様の構成要素を有し、同様の名称および／または同様の数字は、同様の構成要素を識別
する。調整可能な磁気的重み付けシステム３００は、チャネル３０４として示されるウェ
イト取付け点３０４を含む。チャネル３０４は、ソール３０上に配置され、かつトウ１８
とヒール２２の間で延びる。さらにチャネル３０４は、打撃プレート３４に対するよりも
リア部４２の近くに位置する。他の実施形態では、チャネル３０４は、リア部４２から打
撃プレート３４の方向に、または任意の他の適切な方向に延びるように方向付けることが
できる。さらに他の実施形態では、チャネル３０４は、クラウン２６上に、ソール３０の
別の部分に、またはゴルフクラブヘッド１０の本体１４上の任意の他の場所に位置するこ
とができる。
【００５１】
　第１の磁石１２０は、チャネル３０４内に位置する。より具体的には、第１の磁石１２
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０は、細長く、かつチャネル３０４の長さに沿って延びる。他の実施形態では、複数の第
１の磁石１２０を、チャネル３０４内に、かつその長さに沿って配置することができる。
【００５２】
　第２の磁石１２４は、チャネル３０４により摺動可能に（またはそれとの摺動係合で）
受け入れられる。したがって、第２の磁石１２４が第２の構成にあるとき、第２の磁石１
２４は、チャネル３０４に沿って摺動できるが、チャネル３０４内に保持される（すなわ
ち、再配置中に、第２の磁石１２４をチャネル３０４から取り外す必要がない）。したが
って、第２の磁石１２４は、チャネルに対して、トウ１８の近くに、ヒール２２の近くに
、またはトウ１８とヒール２２の間の中立的な位置に（例えば、トウ１８およびヒール２
２から等距離に、バランスのとれた、またはトウ１８もしくはヒール２２の一方の方向に
重み付けられないチャネル３０４内の何らかの他の位置になど）摺動可能に再配置するこ
とができる。第２の磁石をチャネル３０４内の所望する位置に移動させた後、第２の磁石
１２４を調整して第１の構成にすることができる（例えば、第２の磁石１２４は、第１の
磁石１２０に対して回転させることができるなど）。第１の構成では、第２の磁石１２４
および第１の磁石１２０は引き合い、かつ第２の磁石１２４が、第１の磁石１２０に対し
て移動しないという点で、「ロックされる」。他の実施形態では、第２の磁石１２４は、
チャネル３０４から取り外されて、その内部の別の場所に再配置することができる。
【００５３】
　次に図１０Ａ～図１０Ｃを参照すると、調整可能な磁気的重み付けシステム４００の別
の実施形態が示されている。調整可能な磁気的重み付けシステム４００は、調整可能な磁
気的重み付けシステム１００、２００、３００と同様の構成要素を有し、同様の名称およ
び／または同様の数字は同様の構成要素を識別する。調整可能な磁気的重み付けシステム
４００は、ゴルフクラブヘッド１０の打撃プレート３４と本体１４の間に位置するチャネ
ル４０４を含む。複数のロッド４０８が、打撃プレート３４と本体１４の間で延びる。よ
り具体的には、チャネル４０４の対向する端部に界接する２つのロッド４０８が、打撃プ
レート３４と本体１４の間で延びる。ロッド４０８は、打撃プレート３４に摺動可能に結
合される。他の実施形態では、１つのロッド４０８、または３つ以上のロッド４０８が、
打撃プレート３４と本体１４の間で延びることができる。
【００５４】
　図１０Ａを参照すると、２対のプログラムされた、相互に関係する磁石１２０、１２４
が、チャネル４０４の対向する側部に配置されている。２つの第１の磁石１２０が、チャ
ネル４０４の一方の側に位置し、２つの第２の磁石１２４が、チャネル４０４の反対側に
位置する。示された実施形態では、第１の磁石１２０は、本体１４に結合され、かつチャ
ネル４０４の本体１４側に位置する。第２の磁石１２４は、打撃プレート３４に結合され
、かつチャネル４０４の打撃プレート３４側に位置する。他の実施形態では、第１の磁石
１２０は、チャネル４０４の打撃プレート３４側に位置することができ、一方、第２の磁
石１２４は、チャネル４０４の本体１４側に位置することができる。他の実施形態では、
プログラムされ、相互に関係する磁石１２０、１２４の少なくとも１つの対が、チャネル
４０４の対向する側部に位置する。
【００５５】
　例えば、図１０Ｂおよび図１０Ｃを参照すると、プログラムされ、相互に関係する磁石
１２０、１２４の単一の対が、チャネルの対向する側部に位置する。磁石は、打撃プレー
ト３４に対して中心に位置する。第１の磁石１２０は、本体に結合され、かつチャネル４
０４の本体１４側に位置する。第２の磁石１２４は、打撃プレート３４に結合され、かつ
第１の磁石１２０の反対側の、チャネル４０４の打撃プレート３４側に位置する。他の実
施形態では、第１の磁石１２０は、チャネル４０４の打撃プレート３４側に位置すること
ができ、一方、第２の磁石１２４は、チャネル４０４の本体１４側に位置することができ
る。
【００５６】
　プログラムされ、相互に関係する磁石１２０、１２４は、ばねとして相互作用するよう
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に、または磁石１２０と磁石１２４の間で付勢力を有するようにプログラムされる。相互
に関係する磁石１２０、１２４の対の相互作用によって生成されるこの付勢力は、打撃プ
レート３４を、本体１４から指定された距離に維持し、ゴルフボールとのインパクト中に
打撃プレート３４の撓みを制限する。言い換えると、打撃プレート３４は、本体１４の前
方に浮くことができ、磁石１２０、１２４が、打撃プレート３４を、本体１４から所望の
距離（例えば、０．０５インチから１．００インチ）だけ離れるように維持する。ゴルフ
ボールとのインパクト中に、打撃プレート３４は、本体１４の方向に撓む、または曲がる
ことになる。ロッド４０８は、撓み中に打撃プレート３４をガイドして、トルク（または
他の回転）を制限し、かつ打撃プレート３４の位置を本体１４と平行に維持するのを支援
する。磁石１２０、１２４は、磁石１２０、１２４が打撃プレート３４を、その元の撓ん
でいない位置に戻す前に、所望する距離（例えば、０．００４インチから０．３９０イン
チ）だけ撓むことができるようにする。
【００５７】
　図１１～図１２は、調整可能な磁気的重み付けシステム５００の別の実施形態を示す。
調整可能な磁気的重み付けシステム５００は、調整可能な磁気的重み付けシステム１００
、２００、３００、４００と同様の構成要素を有しており、同様の名称および／または同
様の数字は、同様の構成要素を識別する。調整可能な磁気的重み付けシステム５００は、
パタースタイルのゴルフクラブヘッド１０に関連して示されている。パターは、ブレード
スタイル（図１１に示す）、マレットスタイル（図示せず）、または任意の他のスタイル
のパターとすることができる。
【００５８】
　特に図１１を参照すると、調整可能な磁気的重み付けシステム５００は、複数のウェイ
ト取付け点５０４ａ、ｂを含む。第１のウェイト取付け点５０４ａは、ヒール２２の方向
にソール３０上に位置し、また第２のウェイト取付け点５０４ｂは、トウ１８の方向にソ
ール３０上に位置する。各ウェイト取付け点５０４ａ、ｂは、ウェイト５０８を受け入れ
るように構成された凹部である。他の実施形態では、ゴルフクラブヘッド１０は、単一の
ウェイト取付け点５０４、または３、４、５、もしくは６以上のウェイト取付け点５０４
を有することができる。ウェイト取付け点５０４は、ソール３０上に、かつ／またはトウ
１８上、ヒール２２上、後部４２上、打撃プレート３４上の様々な場所に、あるいは本体
１４上の任意の他の適切な、もしくは望ましい場所に配置することができる。
【００５９】
　各ウェイト取付け点５０４は、プログラムされ、相互に関係する磁石１２０、１２４の
磁石組立体により対応するウェイト５０８を受け入れる。より具体的には、各ウェイト取
付け点５０４は、第１の磁石１２０および第２の磁石１２４を備える。図１１および図１
２を参照すると、示された実施形態において、第１のウェイト取付け点５０４ａは、第１
の磁石１２０および第２の磁石１２４を備える第１の磁石組立体を含む。さらに第２のウ
ェイト取付け点５０４ｂは、第１の磁石１２０および第２の磁石１２４を備える第２の磁
石組立体を含む。第１の磁石組立体および第２の磁石組立体の第２の磁石は、ウェイト５
０８に結合されるように構成される。
【００６０】
　多くの実施形態において、第１の磁石組立体の第２の磁石１２４は、第１のウェイトに
結合され、また第２の磁石組立体の第２の磁石１２４は、第１のウェイトとは異なる第２
のウェイトに結合される。多くの実施形態では、第１の磁石組立体の第２の磁石１２４お
よび第１のウェイト５０８、ならびに第２の磁石組立体の第２の磁石１２４および第２の
ウェイト５０８は、その各ウェイト取付け点５０４ａ、５０４ｂから取り外し、異なる磁
石および／またはウェイトで交換する、または置き換えて、クラブヘッド１０の重心、お
よび軌道の偏りを調整することができる。
【００６１】
　図１２で示すように、ウェイト取付け点５０４ａおよび５０４ｂは、第１の磁石１２０
を含む。より具体的には、第１の磁石１２０は、ウェイト取付け点５０４ａおよび５０４
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ｂによって受け入れられる。第１の磁石１２０は、接着剤により、ウェイト取付け点５０
４ａ、５０４ｂの内側に（またはゴルフクラブヘッド１０の本体１４の一部に）結合され
る。他の実施形態では、第１の磁石１２０は、任意の適切な恒久的（または半恒久的）な
取付け（例えば、エポキシ、グルー、ねじ、リベットなど）、またはそれらの組合せによ
り、ウェイト取付け点５０４ａ、５０４ｂに結合され得る。第１の磁石１２０は、ウェイ
ト取付け点５０４ａ、５０４ｂの形状に概して一致する形状を有する。図１１および図１
２で示される第１の磁石１２０は、ウェイト取付け点５０４ｂの円筒形状に受け入れられ
るように構成された円形状を有し、他の実施形態では、第１の磁石１２０は、任意の適切
な形状（例えば、三角形、正方形、楕円形、多角形など）とすることができる。示された
実施形態では、各ウェイト取付け点５０４は、関連する磁石１２０、１２４よりもわずか
に大きい直径を有する。より具体的には、各取付け点５０４は、磁石１２０、１２４の直
径よりも約０．０５インチ大きい。他の実施形態では、各取付け点５０４は、各関連する
磁石１２０、１２４の直径（または寸法）と同じである直径（または寸法）を有すること
ができる。さらに他の実施形態では、各取付け点５０４は、各関連する磁石１２０、１２
４の直径（または寸法）よりも大きい直径（または寸法）を有することができる。より具
体的には、各取付け点５０４は、各関連する磁石１２０、１２４よりも、約０．０１イン
チから約０．１０インチ大きい、より具体的には、各関連する磁石１２０、１２４よりも
、約０．０２５インチから約０．０７５インチ大きい、またより具体的には、各関連する
磁石１２０、１２４よりも少なくとも０．０５インチ大きい直径（または寸法）を有する
ことができる。さらに、各ウェイト取付け点５０４は、各関連する磁石１２０の挿入しや
すさを向上させるために、テーパまたは傾斜または抜き勾配を有することができる。例え
ば、示された実施形態では、各ウェイト取付け点５０４は、１．００°の抜き勾配を含む
。他の実施形態では、各ウェイト取付け点５０４は、約０．２５°の抜き勾配から約２．
００°の抜き勾配を、より具体的には、０．５０°の抜き勾配から約１．７５°の抜き勾
配を、またより具体的には、約０．７５°の抜き勾配から約１．５０°の抜き勾配を、さ
らにより具体的には、少なくとも１．００°の抜き勾配を含むことができる。他の実施形
態では、各ウェイト取付け点５０４は、抜き勾配を含まない（または０°の抜き勾配を含
む）こともあり得る。
【００６２】
　第１の磁石組立体および第２の磁石組立体の第２の磁石１２４は、接着剤によりウェイ
ト５０８に結合される。他の実施形態では、第２の磁石１２４は、任意の適切な恒久的（
または半恒久的）な取付け（例えば、エポキシ、グルー、ねじ、リベットなど）、または
それらの組合せにより、ウェイト５０８に結合され得る。ウェイト５０８はまた、ユーザ
に対して露出されたねじ頭を含むことができる。ねじ頭は、トルクレンチを受け入れるよ
うに構成されて、ウェイト取付け点５０４とのウェイト５０８の係合（および係合解除）
を容易にする。ねじ頭は、星型のねじ頭として示されているが、他の実施形態では、ウェ
イト取付け点５０４とウェイト５０８との係合または係合解除を容易にするために、トル
クレンチまたは他のデバイスを受け入れるのに適した任意の適切な頭部とすることができ
る。
【００６３】
　ウェイト５０８をウェイト取付け点５０４に取り付けるために、ユーザは、ウェイト５
０８をウェイト取付け点５０４内に配置することができる。第２の磁石１２４は、第１の
磁石１２０に対して第１の構成へと方向付けられ（または向きを変え）、第２の磁石１２
４が第１の磁石１２０に取り付けられるようにする（または第１の磁石１２０および第２
の磁石１２４が互いに磁気的に係合する）。ウェイト５０８をウェイト取付け点５０４か
ら取り除く（外す）ために、ユーザは、ウェイト５０８（および関連する第２の磁石１２
４）を回転させて、第１の磁石１２０に対して、第２の磁石１２４を第２の構成へと方向
付けることができる。第２の構成において、ウェイト５０８は、ウェイト取付け点５０４
から自由に取り外される。トルクレンチ（または他の適切なデバイス）を用いて、ウェイ
ト５０８（および関連する第２の磁石１２４）の回転を行うことができる。
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【００６４】
　ウェイト５０８は、複数のウェイト５０８が、変化する質量または重量を有する状態で
含めることができる。例えば、ウェイト５０８は、複数の対のウェイト５０８（例えば、
２つの５グラムのウェイト、２つの１０グラムのウェイト、２つの１５グラムのウェイト
、２つの２０グラムのウェイトなど）を含むウェイトキットの一部とすることができる。
他の実施形態では、ウェイト５０８は、０．５グラムから４０グラムとすることができる
。ユーザは、ウェイト５０８の１つまたは複数のものを変えることにより、ゴルフクラブ
ヘッド１０のスウィングウェイト、合計重量、重心５８、および／または慣性モーメント
を変えることができる（例えば、２つの５グラムのウェイトを、２つの２０グラムのウェ
イトで置き換えることができるなど）。
【００６５】
　項１：ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、およびホ
ーゼルを有するクラブ本体と、クラブ本体に結合されるように構成された第１の磁石と、
第１の磁石に選択的に係合可能な第２の磁石と、を備え、第１の構成において、第１の磁
石と第２の磁石が引き合い、第２の構成において、第１の磁石と第２の磁石は引き合わず
、第２の磁石は、第１の構成と第２の構成の間で、第１の磁石に対して回転するように構
成される、ゴルフクラブヘッド。
【００６６】
　項２：第１の磁石は、ソールに結合される、項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００６７】
　項３：第１の磁石は、ウェイト取付け点に結合される、項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【００６８】
　項４：ウェイト取付け点は、ソール上に位置する、項３に記載のゴルフクラブヘッド。
【００６９】
　項５：ウェイト取付け点は、ソールに形成されるチャネル内に位置する、項３に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【００７０】
　項６：第２の磁石は、第１の構成を達成するために第１の方向に、また第２の構成を達
成するために第２の方向に、第１の磁石に対して回転するように構成される、項１に記載
のゴルフクラブヘッド。
【００７１】
　項７：第１の方向は、第２の方向と反対である、項６に記載のゴルフクラブヘッド。
【００７２】
　項８：第１の方向は、第２の方向と同じである、項６に記載のゴルフクラブヘッド。
【００７３】
　項９：第１の磁石および第２の磁石は、定義されたパターンに配置される多極構造を用
いてプログラムされる、項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００７４】
　項１０：第２の磁石は、ウェイトを含む、項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００７５】
　項１１：第２の磁石は第１のウェイトを含み、ゴルフクラブヘッドは、第３の磁石をさ
らに備え、第３の磁石は、第２のウェイトを含み、第２の磁石および第３の磁石は、別々
に、第１の磁石に選択的に係合するように構成され、第１のウェイトは第１の質量を有し
、第２のウェイトは第２の質量を有し、第１の質量は、第２の質量とは異なる、項１０に
記載のゴルフクラブヘッド。
【００７６】
　項１２：ソールの反対側にクラウン、ヒール端部の反対側にトウ端部、後端部、ホーゼ
ル、およびソールに形成されるチャネルを有するクラブ本体と、第１の磁石および第２の
磁石を含むプログラムされた磁石対と、を備え、第１の磁石は、チャネル内に位置してお
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り、第２の磁石は、第１の磁石に動作可能に結合するように構成されており、第１の構成
では、第１の磁石と第２の磁石は引き合い、第２の構成では、第１の磁石と第２の磁石は
引き合わない、ゴルフクラブヘッド。
【００７７】
　項１３：第２の磁石は、チャネルによって摺動可能に受け入れられる、項１２に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【００７８】
　項１４：第２の磁石は、第２の構成において、チャネルに対して摺動するように構成さ
れる、項１３に記載のゴルフクラブヘッド。
【００７９】
　項１５：チャネルは第１のチャネルであり、また第２のチャネルをさらに備え、第１の
チャネルおよび第２のチャネルは共に凹部を画定する、項１２に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【００８０】
　項１６：複数の第１の磁石をさらに備え、少なくとも１つの第１の磁石が第１のチャネ
ルに配置され、また少なくとも１つの第１の磁石が第２のチャネルに配置される、項１５
に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８１】
　項１７：各第１の磁石は、ウェイト取付け点を画定し、第２の磁石は、各ウェイト取付
け点において、第１の磁石のうちの１つに取り付けられるように構成される、項１６に記
載のゴルフクラブヘッド。
【００８２】
　項１８：凹部をさらに画定する第３のチャネルをさらに備え、少なくとも１つの第１の
磁石は、第３のチャネルに配置される、項１６に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８３】
　項１９：第２の磁石は、第１の構成と第２の構成の間で、第１の磁石に対して回転する
ように構成される、項１２に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８４】
　項２０：第２の磁石は、第１の構成を達成するために第１の方向に、また第２の構成を
達成するために第２の方向に、第１の磁石に対して回転するように構成される、項１９に
記載のゴルフクラブヘッド。
【００８５】
　項２１：ソールの反対側にクラウン、ヒール端部の反対側にトウ端部、後端部、および
ホーゼルを有するクラブ本体と、第１の磁石および第２の磁石を含むプログラムされた磁
石対と、を備え、第１の磁石は、クラブ本体に結合されるように構成され、第２の磁石は
、第１の磁石に選択的に結合されるように構成される、ゴルフクラブヘッド。
【００８６】
　項２２：第２の磁石は、ウェイトを備える、項２１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８７】
　項２３：第２の磁石はウェイトに結合される、項２１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８８】
　項２４：クラブ本体は凹部を含み、第１の磁石は、凹部により受け入れられるように構
成される、項２１に記載のゴルフクラブヘッド。
【００８９】
　項２５：第２の磁石は、凹部内の第１の磁石に選択的に結合されるように構成される、
項２４に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９０】
　項２６：ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、および
ホーゼルを有するクラブ本体と、クラブ本体に結合される第１の磁石と、第１の磁石に動
作可能に接続されるように構成された第２の磁石と、第１の磁石に動作可能に接続される
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ように構成された第３の磁石とを備え、第１の磁石および第２の磁石が、第１のプログラ
ムされた磁石対であり、また第１の磁石および第３の磁石は、第２のプログラムされた磁
石対である、ゴルフクラブヘッド。
【００９１】
　項２７：第２の磁石は第１のウェイトを有し、また第３の磁石は第２のウェイトを有し
、第１のウェイトは第２のウェイトとは異なる、項２６に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９２】
　項２８：第２の磁石は第１のウェイトに結合され、第３の磁石は第２のウェイトに結合
され、第１のウェイトは、第２のウェイトとは異なる、項２６に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【００９３】
　項２９：クラブ本体は凹部を含み、第１の磁石は、凹部によって受け入れられるように
構成される、項２６に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９４】
　項３０：ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、および
ホーゼルを有するクラブ本体と、第１の磁石組立体であって、クラブ本体に結合される第
１の磁石、および第１の磁石組立体の第１の磁石に動作可能に接続されるように構成され
る第２の磁石を有する第１の磁石組立体と、第２の磁石組立体であって、クラブ本体に結
合される第１の磁石、および第２の磁石組立体の第１の磁石に動作可能に接続されるよう
に構成される第２の磁石を有する第２の磁石組立体と、を備え、第１の磁石組立体の第１
の磁石および第２の磁石は、第１のプログラムされた磁石対であり、第２の磁石組立体の
第１の磁石および第２の磁石は、第２のプログラムされた磁石対である、ゴルフクラブヘ
ッド。
【００９５】
　項３１：第１の磁石組立体の第２の磁石は第１のウェイトを有し、第２の磁石組立体の
第２の磁石は第２のウェイトを有し、第１のウェイトは、第２のウェイトとは異なる、項
３０に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９６】
　項３２：第１の磁石組立体記第２の磁石は、第１のウェイトに結合され、第２の磁石組
立体の第２の磁石は、第２のウェイトに結合され、第１のウェイトは、第２のウェイトと
は異なる、項３０に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９７】
　項３３：クラブ本体は凹部を含み、第１の磁石は、凹部によって受け入れられるように
構成される、項３０に記載のゴルフクラブヘッド。
【００９８】
　１つまたは複数の特許請求される要素を置き換えることは再構成となり、修復にはなら
ない。さらに利益、他の利点、および問題に対する解決策は、特定の実施形態に関して述
べられてきている。しかし、利益、利点、問題に対する解決策、ならびに何らかの利益、
利点、もしくは解決策を生じさせる、またはより顕著にさせることのできるいずれかの要
素は、このような利益、利点、解決策、または要素が、このような特許請求の範囲におい
て明示的に述べられない限り、特許請求の範囲のいずれかもしくはすべての決定的な、必
要な、または本質的な特徴もしくは要素として解釈されるべきではない。
【００９９】
　ゴルフに対するルールは、時々変更される可能性がある（例えば、全米ゴルフ協会（Ｕ
ＳＧＡ）、ロイヤル・アンド・エンシェント・ゴルフ・クラブ・オブ・セント・アンドリ
ュース（Ｒ＆Ａ）などのゴルフ規格機構および／または運営団体により、新しい規則が採
用される、または古いルールが削除もしくは修正されることがある）ので、本明細書で述
べる装置、方法、および製品に関するゴルフ用具は、いずれかの特定の時点において、ゴ
ルフのルールに準拠している、または準拠していない可能性もある。したがって、本明細
書で述べられる装置、方法、および製品に関するゴルフ用具は、準拠する、または非準拠
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のゴルフ用具として広告され、販売に供され、かつ／または売られることもあり得る。本
明細書で述べられる装置、方法、および製品は、この点に関して限定されない。
【０１００】
　上記の例は、アイアンタイプのゴルフクラブに関して述べられているが、本明細書で述
べられる装置、方法、および製品は、ドライバーウッドタイプのゴルフクラブ、フェアウ
ェイウッドタイプのゴルフクラブ、ハイブリッドタイプのゴルフクラブ、アイアンタイプ
のゴルフクラブ、ウェッジタイプのゴルフクラブ、またはパタータイプのゴルフクラブな
ど、他のタイプのゴルフクラブに適用可能である。代替的に、本明細書で述べられる装置
、方法、および製品は、ホッケーのスティック、テニスラケット、釣り竿、スキーのスト
ックなど、他のタイプのスポーツ用具に適用可能である。
【０１０１】
　さらに本明細書で開示される実施形態および限定は、その実施形態および／または限定
が、（１）特許請求の範囲において明示的に請求されていない場合、かつ（２）均等論の
下で、特許請求の範囲における明示的な要素および／または限定の均等な形態である、ま
たはその可能性がある場合、供与の原則に基づいて公衆に供されることはない。
【０１０２】
　本開示の様々な特徴および利点は、添付の特許請求の範囲に記載される。
　以下の項目は、国際出願時の特許請求の範囲に記載の要素である。
（項目１）
　ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、およびホーゼル
を有するクラブ本体と、
　前記クラブ本体に結合されるように構成された第１の磁石と、
　前記第１の磁石に選択的に係合可能な第２の磁石と、を備え、
　第１の構成において、前記第１の磁石と前記第２の磁石が引き合い、
　第２の構成において、前記第１の磁石と前記第２の磁石は引き合わず、
　前記第２の磁石は、前記第１の構成と前記第２の構成の間で、前記第１の磁石に対して
回転するように構成される、ゴルフクラブヘッド。
（項目２）
　前記第１の磁石は、前記ソールに結合される、項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目３）
　前記第１の磁石は、ウェイト取付け点に結合される、項目１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
（項目４）
　前記ウェイト取付け点は、前記ソール上に位置する、項目３に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
（項目５）
　前記ウェイト取付け点は、前記ソールに形成されるチャネル内に位置する、項目３に記
載のゴルフクラブヘッド。
（項目６）
　前記第２の磁石は、前記第１の構成を達成するために第１の方向に、また前記第２の構
成を達成するために第２の方向に、前記第１の磁石に対して回転するように構成される、
項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目７）
　前記第１の方向は、前記第２の方向と反対である、項目６に記載のゴルフクラブヘッド
。
（項目８）
　前記第１の方向は、前記第２の方向と同じである、項目６に記載のゴルフクラブヘッド
。
（項目９）
　前記第１の磁石および前記第２の磁石は、定義されたパターンに配置される多極構造を
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用いてプログラムされる、項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１０）
　前記第２の磁石は、ウェイトを含む、項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１１）
　前記第２の磁石は第１のウェイトを含み、
　前記ゴルフクラブヘッドは、第３の磁石をさらに備え、
　前記第３の磁石は、第２のウェイトを含み、
　前記第２の磁石および前記第３の磁石は、別々に、前記第１の磁石に選択的に係合する
ように構成され、
　前記第１のウェイトは第１の質量を有し、
　前記第２のウェイトは第２の質量を有し、
　前記第１の質量は、前記第２の質量とは異なる、項目１０に記載のゴルフクラブヘッド
。
（項目１２）
　ソールの反対側にクラウン、ヒール端部の反対側にトウ端部、後端部、およびホーゼル
を有するクラブ本体と、
　第１の磁石および第２の磁石を含むプログラムされた磁石対と、を備え、
　前記第１の磁石は、前記クラブ本体に結合されるように構成され、
　前記第２の磁石は、前記第１の磁石に選択的に結合するように構成される、ゴルフクラ
ブヘッド。
（項目１３）
　前記第２の磁石は、ウェイトを備える、項目１２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１４）
　前記第２の磁石はウェイトに結合される、項目１２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１５）
　前記クラブ本体は凹部を含み、
　前記第１の磁石は、前記凹部により受け入れられるように構成される、項目１２に記載
のゴルフクラブヘッド。
（項目１６）
　前記第２の磁石は、前記凹部内の前記第１の磁石に選択的に結合されるように構成され
る、項目１５に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目１７）
　ソールの反対側のクラウン、ヒール端部の反対側のトウ端部、後端部、およびホーゼル
を有するクラブ本体と、
　第１の磁石組立体であって、前記クラブ本体に結合される第１の磁石、および前記第１
の磁石組立体の前記第１の磁石に動作可能に接続されるように構成される第２の磁石を有
する前記第１の磁石組立体と、
　第２の磁石組立体であって、前記クラブ本体に結合される第１の磁石、および前記第２
の磁石組立体の前記第１の磁石に動作可能に接続されるように構成される第２の磁石を有
する前記第２の磁石組立体と、を備え、
　前記第１の磁石組立体の前記第１の磁石および前記第２の磁石は、第１のプログラムさ
れた磁石対であり、
　前記第２の磁石組立体の前記第１の磁石および前記第２の磁石は、第２のプログラムさ
れた磁石対である、ゴルフクラブヘッド。
（項目１８）
　前記第１の磁石組立体の前記第２の磁石は第１のウェイトを有し、
　前記第２の磁石組立体の前記第２の磁石は第２のウェイトを有し、
　前記第１のウェイトは、前記第２のウェイトとは異なる、項目１７に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
（項目１９）
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　前記第１の磁石組立体の前記第２の磁石は、第１のウェイトに結合され、
　前記第２の磁石組立体の前記第２の磁石は、第２のウェイトに結合され、
　前記第１のウェイトは、前記第２のウェイトとは異なる、項目１７に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
（項目２０）
　前記クラブ本体は凹部を含み、
　前記第１の磁石は、前記凹部によって受け入れられるように構成される、項目１７に記
載のゴルフクラブヘッド。
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